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研究成果の概要（和文）：本研究では、既存のICT活用教育教材が、学習者が求めるもの内容と質になっているかを検
討した。その結果に基づいて、既存のICT活用教育教材を、インストラクショナルデザインの5段階のプロセスを活用し
ながら修正した。また、新たに技術を実施する側から撮影した教材や臨床で実際に行われる速さで作成したICT活用教
育教材の必要性を明らかにし、それに基づくICT活用教育教材を作成した。
　新たに開発したＩＣＴ活用教育教材は、学習者にとって魅力ある教材となり、看護学生の学習意欲を高めるだけでな
く、教育効果や効率を高めることにも繋がった。

研究成果の概要（英文）： In this study, the existing ICT utilization education teaching materials examined
 thing contents and the quality that a learner found whether it was. Based on an examination result, we re
vised the existing ICT utilization education teaching materials while utilizing five phases of processes o
f instructional design. In addition, we really made teaching materials which we photographed from the side
 that enforced a technique newly with the speed to be performed.
 The ICT utilization education teaching materials which we developed newly became the attractive teaching 
materials for a learner. Besides, not only we raised the learning will of the nursing student, but also le
d to raising an education effect and efficiency.

研究分野：
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１．研究開始当初の背景 
  本研究代表者はこれまで Information & 
Communications Technology（以下 ICT ）
活用教育教材を開発し、その ICT活用教育
教材を臨床の看護師にも Web を介して活
用できることを証明してきた。 
  ICT活用教育教材は、情報機器の進歩に
より看護学教育においても多様化してき
ている。しかし、教える側の立場に立った
利便性や学習の効率性に焦点をおかれる
傾向にあり、学習目的・目標に照らし合わ
せた教材開発は多いとはいえない。 
  そこで、本研究では、このインストラク
ショナルデザインとその理論を本研究者
らが開発してきた活用教育教材に応用し
ながら学習者にとって魅力ある教材を開
発し、その学習効果を看護学生の意欲や教
育効果や教育効率によって評価し、看護学
生の学習意欲を高め教育効果や教育効率
をも高めるとともに、臨床の看護師に対し
ても活用しようとするものである。 
  本研究で取り組むインストラクショナ
ルデザインは、学習のためのシステム的な
アプローチであり動機づけモデルである。
これは、注意:Attention、関連性:Relevance、
自信:Confidence、満足感:Satisfaction（以
下 ＡＲＣＳ）の四段階のモデル（John M. 
Keller）を取り入れながら、系統的な学習
教材や学習プロセスを構築していくもの
である（教育工学事典）。ＡＲＣＳモデル
は、教育工学や学校教育などにおいて幅広
く活用されている。しかし、看護学の分野
での活用は進んでいない 
 
２．研究の目的 
看護実践能力の育成に不可欠な看護技
術について、インストラクショナルデザイ
ンとその理論を基盤とした看護技術のＩ
ＣＴ活用教育教材を開発し、その有効性を
検証するものである。 
これにより学習者にとって魅力ある教
材を作成し、看護学生の学習意欲を高める
とともに、教育効果や教育効率も高めるこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 （1）インストラクショナルデザイン及び
ＡＲＣＳモデルに基づき、既存のＩＣ
Ｔ活用教育教材を検討するとともに、
開発するＩＣＴ活用教育教材を選択
し確認する。 

 （2）インストラクショナルデザインに基
づいてＩＣＴ活用教育教材を開発す
る。開発されたＩＣＴ活用教育教材を
看護学生に提示し、ＡＲＣＳモデルお
よびガニェの９教授事象を活用して看
護学生の学習意欲の変化と教育効果
を評価する。 
（3）上記の結果をもとにＩＣＴ活用教育
教材をさらに洗練し、臨床看護師の教

育に活用し、評価する。 
 
４．研究成果 
（1）既存のＩＣＴ活用教育教材を検討と
開発するＩＣＴ活用教育教材の選択 
看護学生を対象として作成し活用し
ている基礎看護技術に関する 33 コンテ
ンツの IＣＴ活用教育教材について、イ
ンストラクショナルデザインに基づき、
看護学生や臨床看護師が求める内容と
質となっているかを研究代表者および
分担者の 4人で検討した。 
既存の IＣＴ活用教育教材は、看護学
生が主体的に学ぶために一定の効果が
上がっていたが、ARCSモデルに基づい
て内容・質を評価すると、既存の IＣＴ
活用教育教材は鏡面であるために実際
に自分が行うときの動作とは違うこと
から、技術を実施する看護学生側から撮
影した IＣＴ活用教育教材も必要である
ことが示唆された。また、初学者がわか
りやすいようにと、スピードを意識的に
ゆっくりとしたものにしていた。しかし、
そのことが看護学生から技術を提供す
る場合は適切な速さを持つことが重要
であるという意識を減弱させることに
なっていた。 
そこで、実際に看護技術はどの位の速
さで行わなければならないか、またエキ
スパートナース（熟練した技術を持つ看
護師。通常は、5年以上の臨床経験を持
つ看護師をいう。）はどのように看護技
術を実施しているのかがイメージでき
るような IＣＴ活用教育教材の必要性も
明らかになった。 
さらに、作成後 5年以上経過している
ため、現在の臨床現場とは使用物品や環
境をはじめ、提供されている技術にも微
妙なずれが生じていた。看護学生の興味
を引き確実な看護実践能力を身につけ
させるためには、その部分の修正が必要
であることが明らかになった。 
 
（2）インストラクショナルデザインに基
づくＩＣＴ活用教育教材の開発 
インストラクショナルデザインの5段
階のプロセスに基づいて、既存の IＣＴ
活用教育教材の修正を要する箇所を明
確化し、各々のコンテンツを修正し看護
学生の要求に応えた。 
また、注射や感染予防など、既存のコ
ンテンツの中で特に学生の興味関心が
強く教材開発の要求もあった部分に限
局し、強調したコンテンツを作成し、看
護学生が自分の興味関心のある部分だ
けでも学習できるようにした。また、新
たに開発を希望した感染予防に関する I
ＣＴ活用教育教材を開発し、ホームペー
ジ上に動画を掲載して自由に自己学習
が可能な環境を整えた。新たに作成した



実施者側から撮影した教材 

・注射の準備 

 

・滅菌手袋の装着 

教材により、実施者の目線で技術を確認
でき、看護実践能力を高めることに繋が
った。 

 
 ※新たに作成したコンテンツの例 

 
②公開したコンテンツリスト 
  A,手洗い 
-1 手洗いの手技 
-2 手指消毒 
B,ベッドメーキング 
-1 作業前の準備 
-2 ベッドメーキング 
-3 後片付け 
C,移動と移送 
-1 ストレッチャーによる移動 
-2 車椅子による移送 
-3 体位変換（臥位→左側臥位） 
D,バイタルサイン 
-1 体温・脈拍・呼吸測定 
-2 血圧測定の準備（水銀血圧計） 
-3 血圧測定（水銀血圧計・仰臥位） 
-4 退出後のあとかたづけ 

  E,清潔 
-1 寝衣交換  
-2 足浴（臥位で行う足浴法  

-3 全身清拭 
-4 ケリーパッドにおける洗髪 
-5 洗髪車による洗髪 
F,排泄 
-1 排便の介助 
-2 排尿介助 
-3 オムツ交換 
-4 排泄後の後片付け 
G,薬物療法 
-1 注射の準備 
-2 筋肉内注射 
-3 静脈注射 
-4 点滴静脈内注射の準備 
-5 点滴静脈内注射の実施 
-6 輸液終了時 
H,採血 
-1 採血針･採血管ホルダーでの採血 
-2 翼状針･採血管ホルダーでの採血 
-3 注射器による採血 
 I,感染予防 
  -1 滅菌手袋の装着法 
    -2 創傷処置 
  -3 ガウンの着脱 
 J,看護過程の展開 
 
（4）今後の展望 
本研究は、開発してきた ICT活用教育教
材にこのモデルを応用しながら学習者に
とって魅力ある教材を開発し、看護学生の
学習意欲を高め教育効果や教育効率をも
高めるとともに、臨床看護師に対しても活
用しようとするものであった。 
実施者側にたった教材の作成がすすみ、
看護学生にとって魅力ある教材の開発は
進んだ。研究期間内では臨床看護師への活
用は不十分であったが、平成 26 年度以降
に導入が決まっており、看護実践能力の向
上へ繋げていく。 
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